
★平成24年第２回定例会は６月11日(月)開会予定です。

平成24年
（2012年） 4月
第41号

■特集 2012年度予算を見る!!

３月補正：３億599万円
補正後の予算

一般会計：227億4,300万円
（対前年度同期 １億1,656万円 0.5％増）

平成24年度当初予算
一般会計：204億8,400万円

（対前年度同期 209億9,700万円 2.4％減）

特別会計：156億2,732万円
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平成24年伊万里市議会第１回定例会
会 期 日 程
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日 種 別 内 容
開 会

会議録署名議員の指名

2昔 本会議 会期の決定

市長提出議案41件 ・・・・・一括上程

市長提出議案の提案理由説明

6惜 本会議 議案に対する質疑

7戚 本会議
議案に対する質疑

議案の常任委員会付託

8斥 休 会 特別委員会（交通･港湾･企業誘致対策）

9昔 全 休 （中学校卒業式）

12席 休 会 特別委員会（防災・環境施設）

13惜 本会議 一般市政に対する質問

14戚 本会議 一般市政に対する質問

15斥 本会議 一般市政に対する質問

16昔 全 休 （小学校卒業式）

19席 休 会 常任委員会

20惜 全 休 （春分の日）

21戚 休 会 常任委員会

22斥 休 会 常任委員会

23昔 休 会 正副委員長会

追加議案、意見書案の上程

追加議案、意見書案の提案理由説明

追加議案、意見書案に対する質疑

常任委員会報告

27惜 本会議 常任委員会報告に対する質疑

特別委員会報告

特別委員会報告に対する質疑

議案の付議順序により討論、採決

閉 会

開議時刻 午前10時３月

暴力団排除条例

県条例の施行に伴い、市でも条例制定が求

められたため、条例案の提案がなされました。

総務委員会での修正を受け、本会議では、ま

ず修正部分を全会一致で可決、続いて残りの

部分も同様に可決しました。県内では嬉野市

議会などでも一部修正可決となっています。

（13ページをご参照ください）

修正可決
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今議会で新年度の一般会計当初予算が決定しましたが、「総額204億8,400万円」と言われても、ピンと
来ない方もあるでしょう。
そこで、市民一人あたりではどのような額になるのかを知るために、単純に総額を人口（57,600人として）
で割ってみました。皆さんから頂く税金の使い道をご一緒に考えてみましょう。

※この他に、国民健康保険、介護保険、公共下水道な
どは特別会計で、水道・工業用水道は企業会計で事
業が実施されています。

※予算に過不足が生じた場合や新たな事業が行われる
場合には、原則として６、９、12、３月議会に補
正予算が提案されます。

※伊万里市の「予算（説明）書」は事業別に表記され
ており、それぞれの事業がどのくらいの予算で計画
されているかを見ることが可能です。また、別冊の
「予算の概要」には主な事業の内容が説明されてい
ます。なお、「予算の概要」は市のホームページに
掲載。これに加えて「予算書」は市役所１階市民サ
ービスコーナーと市民図書館で閲覧できます。

※ 職員の人件費は、「総務費」など各々に計上されて
います。

市民一人あたり（円） 主 な 内 容

歳入総額 355，625 国・県からの交付金、寄付金、利用者負担金など

（市税） （111，684）（市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税など）

歳出総額 355，625

議会費 5，110 議会の運営、議員報酬、視察旅費、政務調査費、議会だより

総務費 44，570 市役所の運営、広報、市民センター

民生費 142，095 老人・児童（保育園など）・障がい者への福祉

衛生費 24，860 環境センター、各種検診、休日夜間急患センター

労働費 2，802 労働者福祉、緊急雇用

農林水産業費 13，130 農林水産業への支援、有害鳥獣対策、農村環境の保全

商工費 8，219 商工業への支援、観光振興、地域交通

土木費 27，897 市道・市営住宅・都市公園の整備

消防費 13，208 消防救急体制の維持、消防団への支援

教育費 30，315 学校運営、学校給食センター、公民館、図書館、スポーツ関係

公債費 41，942 これまでの借金の返済

その他 1，477 災害復旧費、予備費など

2012年度予算を見る2012年度予算を見る
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総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

当委員会に付託されました条例議案９件、

一般議案１件、23年度一般会計補正予算、24

年度当初予算について、３日間の審査の結果

「暴力団排除条例」に関しては一部修正の上、

その他は原案のとおり可決すべきものと全会

一致で決定しました。

暴力団排除条例
県条例の施行を受け、県から示されたモデ

ル案を元に、市に関係する事案について条例

化するもの。当委員会では時間をかけた委員

間討議の結果、市民の「責務」を明記するの

であれば、市民の不安を少しでも除いて安心

安全を守るために北九州市などの条例を参考

として、第８条の「市民等への支援」をもっ

と具体的な表現にすべきではないかとの意見

が強く、継続審査を求める意見もあったが、

一部修正を行うに至った。

・市が行う市民等への支援として「暴力団員

に対する請求に係る訴訟の提起」も明記。

・排除のための活動により、市民等が危害を

加えられるおそれがあると認められる者に

は、警察署や関係機関と連携して必要な支

援を行うことを明記。

伊万里･有田消防広域化協議会の設置
県内で消防を単独の自治体がもっているの

は、伊万里市と有田町のみであり、今後のデ

ジタル無線化などがスムーズにいくよう、広

域化の協議を始めるための協議会（首長、正

副議長、消防長で構成）を設置する。

24年度一般会計予算
厳しい財政状況の中、1987年度に購入した

消防の救助工作車を５年リースにより更新す

ること以外に新たな事業は少ない。そのうち

特に以下の２点については議論が集中したた

め、委員会報告に意見を付記した。

①次代を創る研修事業
1988年度に竹下内閣下で「ふるさと創生１

億円」が交付され、伊万里市では「人材育成

基金」として積立。その利子運用で11回（約

80人）に及ぶ海外派遣事業を行ってきたが低

金利により中断。一般質問や関係者（グロー

バル伊万里海外派遣研修団連絡会議）から復

活の要請があったため庁内で検討し、伊万里

市にとって必要な事業としてグリーンツーリ

ズムの研修に７人（負担金１人10万円が必要）

をドイツ・オーストリアへ派遣する予算が計

上されている。人材育成の必要性は認めるが、

財政状況厳しい中でもあり、関係者と行き先

や目的について協議し、より実り多い研修と

なることを要請した。

②わがまち・わが家の防災マップ作成事業
各行政区ごとに防災マップを作成する費用

（１行政区当たり１万５千円）を３年間で全行

政区に補助するもの。地区を熟知した地元が

作成する意義は認めるものの、地区によって

は実施が困難な場合も想定されることから、

地元との協議を尽くし、作成を強制すること

がないよう要請した。

※委員からの要請で配布された資料

・信号機設置に関する順位付けの仕方

・消防防災ヘリとドクターヘリの比較表

・20周年を迎える市民センターの補修計画

◎渡邊 英洋 ○盛� 泰子
内山 泰宏 東 真生 副島 明
馬場 繁 山口 恭寿 松永 孝三

現在の救助工作車
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当委員会に付託されました条例議案９件、
一般議案１件、23年度一般会計並びに特別会
計補正予算と、24年度当初予算並びに特別予
算について審査の結果、原案のとおり可決す
べきものと決定しました。

子供の医療費の助成に関する条例
の一部改正
これまでの助成の対象である６歳までの入

院・通院から、新たに小・中学生（15歳まで）

の入院を助成対象に拡大するための改正。な

お、助成方法は、償還払いとなります。

介護保険条例の一部改正
平成24年度は、３年を１期とする保険事業

の第５期事業計画のスタートでもあり、保険

料の改定とも連動している。伊万里市の介護

保険事業の現状として、サービス利用割合が

18.9％、一人当たりの月額給付費も28万１

千円と県内で一番高く、要介護者やその家族

の労力の負担軽減に役立っている反面、利用

割合が高くなれば保険料が上がる制度上の説

明があった。

今回の改正においては、基金等の取り崩し

効果は258円で、基準保険料は月額5,795円

と定められた。低所得者層に対しては区分の

見直しがなされているが今後の推移が危惧さ

れる。委員会の中では、予算を含めたさらな

る介護予防の充実の意見が出された。

敬老祝い金支給条例の一部改正
現在の支給対象で推移したとき、大幅な増

加傾向になるため88歳（米寿）に３千円、

99歳（白寿）に５千円と節目の年齢に重点的

な支給に改定されます。

24年度当初予算 （民生費･衛生費･教育費）

○障害者自立支援給付事業

自立支援法の改正に基づき、一人では外出

困難な重度視覚障がい者の移動支援を給付の

対象にし、ヘルパーが援助する「同行援護」

サービスや、グループホーム等利用者への家

賃補助が受けられるようになりました。

○障害児通所給付事業

障害者自立支援法及び児童福祉法の改正に

より、福祉施設への通所サービスに対し給付

を行う。（県→市へ移譲）

○休日･夜間急患医療センター運営事業

４月１日に新たにオープンし、休日・夜間

における小児等の初期救急医療体制の確保を

図るもの。（９時～17時・20時～22時）

○予防接種事業

感染症の未然防止や小児・女子生徒への各種

予防接種（子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌

ワクチン）や高齢者のインフルエンザ接種等。

○特別支援児童生徒サポート事業

小・中学校において支援を必要とする児童、

生徒に対し学習・生活支援を行い自立を支援

する。雇用職員８名増。

○市小中学校規模適正化推進協議会事業

少子化等による社会変化も進み、新しい学

校の形態も現れている。教育委員会の諮問に

応じ、全市的な立場で学校の規模適正化を図

るための協議会を開催するため。

○国見台体育施設改修事業

庭球場改修は２年目に入り、４面を６面に

し人工芝コートで雨天時も大会可能。又陸上

競技場の改修は、主に400ｍトラックを中心

に改修予定。又、徒渉プール改修工事は、フ

ェンスの設置や、給水管の敷設替・プール塗

装、地面の不陸補正が中心です。（現地を視察

し、説明を受ける。）

◎樋渡 雅純 ○福田 喜一
前田 久年 井手 清敏 梶山 太
多久島 繁 草野 譲 得木 久彦

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会

補修中の徒渉プール
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産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

本委員会に付託されました条例議案2件、平成
23年度伊万里市一般会計補正予算 特別会計予
算。平成24年度当初予算 特別会計予算につい
て審査した結果、原案のとおり可決すべきものと
決定いたしました。

【産業部】
・県の緊急雇用創出基金事業で、伊万里市では本
年度も25事業において新規雇用のべ52人の就
労機会を作ることになっています。
・活気あふれる産業づくりとして、農林水産業に
対し、前年に引き続き中山間地地域等直接支払
金制度をはじめ各種支援事業予算が組まれてい
ます。新規として、地域農業マスタープラン作
成や新規就農者確保事業、有害鳥獣対策につい
ては銃猟狩猟免許取得促進補助金が新設されま
した。
・観光事業活性化の一環として、４月から市の観
光部署を伊万里市駅ビルに移転常駐させます。
伊万里市観光協会との連携を深めるとともに、
内外からの観光誘客を図る活躍が期待されます。
なお駐車スペースについては４台分を観光協会
と協議して対応したいとの回答がありました。
・市街地を巡回するいまりんバスに加えて、本年
7月から 市街地４㎞圏内路線バス（仮称）が
運行する計画になっています。運行ルートも地
元や市議会からの要望が考慮され、市民のみな
さまの身近な交通手段としての期待に沿うよ
う、運行が準備されています。
・都川内ダム森林公園内でゴルフ練習をする人が
いる件で、他の来園者への危険があることから

禁止にするよう申し入れをし、了承されました。

【建設部】
・安全で快適な地域づくりとして、市道整備や道
路維持を行っていくと同時に、道路橋の老朽化
対策として橋梁長寿命化修繕計画を策定する事
となっています。
・住宅リフォーム緊急助成事業については、伊万
里市は申請される方が多く人気が高い事業であ
り、24年度についても早速４月23日からの１
週間受付をされるとのことです。
・ファミリーパークの整備についての今後の予定
を質したところ、よほどのことがない限り追加
工事はないだろうとの回答があり、また隣接の
黒澤記念館予定地だった土地については今後の
懸念材料であり、普通財産として管理していく
予定であるとの説明があった。

【水道部】
・24年度から有田川浄水場施設更新事業が始ま
るとともに、屋敷野地区、大野岳地区、浦之崎
地区において簡易水道整備が行われます。
・井手口川ダムが完成しましたが、24年度は引
き続き、付け替え市道工事や周辺整備工事が行
われます。
・第4工業用水道事業貯水施設建設工事に対して
仲裁申請がなされた件について、市民への説明
責任が果たせないので説明を求めたところ、執
行部としては何ら手落ちはなく、適正に入札・
契約・支払事務がなされており、県へは適宜報
告し同一歩調で進めているが細部の事情につい
ては、今後の審理に影響する恐れがあるため回
答することを差し控えたいとの説明があり、今
後何らかの動きがあれば市議会に逐次報告する
よう要望しました。

現地視察報告（３月21日）

七ツ島コンテナターミナルのマイナス13ｍバー
ス拡張工事現場を視察し、国土交通省伊万里港湾
事務所長より説明をうけました。
伊万里港は国の重要港湾指定に続き、「国際海上
コンテナ」日本海側拠点港の選定を受けましたが、
このマイナス13ｍバース拡張工事とガントリーク
レーンの導入で、さらに大型コンテナ船受け入れ
体制整備が進むものと期待されます。平成24年度
中完成に向けて、着々と工事が進んでいます。

◎松尾 雅宏 ○前田 和人
香月 孝夫 井手 勲 松尾 博幸
笠原 義久 占野 秀男 田中 啓三

七ツ島コンテナターミナル
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防災・環境施設対策調査特別委員会

１．伊万里市の防災行政について

(1)玄海原発異常時の連絡体制について

本市から迅速な避難体制の構築について申し入れ

を行った結果、九州電力佐賀支社の方から、トラブ

ル情報まで含めた形で本市へ速やかに連絡が入るよ

うに見直したとの説明を受けました。

また、佐賀県からの連絡体制においても、県に

九州電力からの第一報が入り、知事へ報告があっ

た段階で、同じ内容が県下全市町に対して情報提

供されるように変更されています。

(2)今後の市の取り組みについて

平成24年４月から、災害全般の対策を実施する専

門部署として、「防災危機管理室」が設置され、防災

体制の強化が図られます。

２．佐賀県西部広域環境組合ごみ処理施設について
(1)環境影響評価審査会の状況について

平成24年２月２日及び２月17日に知事の諮問機関

である環境影響評価審査会が開かれ、「環境影響評価

準備書」の審査が行われました。

今回の審査では、環境保全の見地から、より一層

の配慮や努力を求める意見もあるようですが、事業

計画に大幅な修正を及ぼす内容とはならない予定で

あるとの報告を受けました。

(2)大川町住民説明会の経過状況について

大川町における住民説明会のなかで、水源として

利用している松浦川へごみ処分使用水を放流しない

ことの確認や、事業の安全性についての質疑などが

行われたとともに、説明が遅すぎるなど、説明責任

を追及する厳しい意見もあったとの報告を受けたと

ころです。

◎笠原 義久 ○副島 明
香月 孝夫 前田 和人
梶山 太 山口 恭寿 樋渡 雅純

唐津千々賀山田ＩＣまで開通
本年３月24日唐津IC～唐津千々賀山田IC間4.5㎞

が開通した。谷口ICまでは平成26年度供用予定とさ

れており伊万里市域にいよいよ間近に迫った感があ

ります。

伊万里市域の平成26年度供用予定区間について取

得が困難となっている用地について、土地収用法に

よる事業認定を受けて解決されるとのことであり、

開通に向けて万全を期すよう要望しました。

また、市の機構改革により国道と港湾対策の担当

課が移管されるとの説明があったが、市内での道路

工事等も今後増加してくる中で、住民からの苦情等

にも素早く対応できる体制を取られることを要望し

ました。

国際海上コンテナ機能で日本海側拠点港へ
昨年11月に伊万里港が「国際海上コンテナ」機能

で「日本海側拠点港」として選定を受けたが、七ツ

島地区岸壁整備は平成24年度完了を目標にガントリ

ークレーン基礎工事等が行われ、県施工によりクレ

ーンの据付等も行われる予定となっています。

また、臨港道路七ツ島線についても基本設計が完

了したことにより、平成24年度には用地協議、七ツ

島工業団地側より工事着工見込とのことです。

事業再生計画
本年２月に半導体関連企業が「事業再生計画」を

発表され、ソーラー用シリコンウエーハ事業からの

撤退、約1,300人規模の配置転換・出向等の要員施

策を明らかにされるとともに、一方、本市へは主力

事業等を集約される計画であることから、影響は少

ないとの説明がありました。今後は、コスト削減と

大規模増資により経営基盤を強化し黒字化を目指す

とのことであり、市内従業員の雇用の継続とともに

早い段階での業績回復を望むものであります。

交通網・港湾・企業誘致対策調査特別委員会

◎多久島 繁 ○松尾 博幸
井手 清敏 井手 勲
松尾 雅宏 高木 久彦 福田 喜一
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一
般
質
問
事
項

一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

１．教育問題について
(1)全国的にみる佐賀県及び伊万里
市の成績状況（過去４～５年）

(2)ＩＣＴ教育利活用の市の取組及
び今後の進め方
（メリット・デメリット）
(3)中学校武道必修化
①何故いま必修化なのか
②取り組み

(4)児童虐待、いじめの現状
(5)給食費及び諸納付金未納の現状
と対策

(6)害虫対策（まむし・ハチ・ムカデ）
指導

(7)児童・生徒の推移及び小・中・
高生徒の流出傾向

(8)学校教室の空調設置の取り組み
(9)学校見守り隊他地域ボランティ
アの活動状況

２．公共施設について
(1)公共施設における便所の洋式化
(2)受動喫煙防止の取り組み

井手 勲

（一問一答）

１．消防と医療との連携について
(1)救急搬送の近況と本市の特徴
(2)新「救急医療情報システム」の
活用と対応

(3)ドクターヘリ運用とヘリポート
の確保

２．介護保険事業について
(1)介護を取り巻く状況と今回の主
な改正点

(2)介護予防支援のあり方
(3)介護支援ボランティア事業

樋渡 雅純

（一問一答）

１．環境センターについて
(1)県西部ブロックごみ処理広域化
計画
①進捗状況

(2)現施設
２．道路網整備について
(1)臨港道路七ツ島線
①取り組み状況
②今後の見通し

(2)国道204号線バイパス

１．危機管理について
(1)九電への原子力安全協定締結申
し入れ

(2)消防相互応援協定と防災ヘリの
状況

(3)災害時在校児童生徒への対応
(4)「経験」をどのように生かすか
２．希少種への対応について
(1)現在把握している数と種類
(2)未登載種に関しての県との連携
と開発行為

３．図書館政策について
(1)学校図書館の状況
(2)「雑誌スポンサー」制度

渡邊 英洋

（一問一答）

１．伊万里の道路整備について
(1)都市計画道路陣内白野線
(2)都市計画道路大坪小学校線
(3)セラミックロード
２．伊万里の観光戦略について

梶山 太

（一問一答）

１．日本海側拠点港選定による、今後の
新しい工業団地への考え方について
(1)川南造船所跡地の整備
(2)廃棄物処理用地の活用
２．災害時の医薬品備蓄について

多久島 繁

（一問一答）

１．ＩＣＴ教育の推進について
２．伊万里市職員提案制度について

盛 泰子

（一問一答）

山口 恭寿
（一問一答）

１．伊万里市幹線道路整備
(1)伊万里市主要道路の優先順位
２．市街地４キロ圏内路線バスの運行
ルート

田中 啓三

（一問一答）

１．伊万里市散弾銃射撃場周辺の土壌
検査、水質検査について

２．伊万里地区における高等学校の将
来像について政策としての考え方

３．伊万里市旅費規程（定額支給）の
見直しについて

副島 明

（一問一答）

１．山岡鉄舟展の開催結果と学校現場
における郷土学について

２．市報発刊目的と財政問題について

笠原 義久

（一問一答）
１．観光行政について
２．スポーツ都市宣言の意義と活動につ
いて

占野 秀男

（一問一答）

１．障害者福祉の支援について
(1)障害者雇用
(2)障害者相談員事業での市の指導は
(3)市内各障害者授産施設（作業所）
の作業斡旋

２．町公民館の障害者トイレ設置につ
いて
(1)東山代町公民館障害者トイレ
３．僻地学校のこれからの教育について
(1)滝野中学校のこれからの諸問題

福田 喜一

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。
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一

般

質

問

公
民
館
の
温
水
洗
浄
便

座
設
置
を
と
の
高
齢
者
、
障
害

者
の
方
よ
り
要
望
が
多
い
様
で

す
が
設
置
予
定
は
あ
り
ま
す

か
。

教
育
部
長

全
公
民
館
に
身
障
者
用
の
ト

イ
レ
を
含
め
た
洋
式
ト
イ
レ
を

設
置
し
て
い
る
が
、
多
く
の
公

民
館
で
施
設
の
修
理
等
維
持
管

理
費
が
増
加
し
て
お
り
快
適
な

環
境
を
整
備
す
る
と
こ
ろ
ま
で

は
手
が
回
ら
な
い
の
が
実
情

だ
。

受
動
喫
煙
防
止
の
取
組

に
つ
い
て
、
本
庁
舎
玄
関
横
に

あ
る
来
庁
者
用
の
喫
煙
ス
ペ
ー

ス
は
、
風
向
き
に
よ
っ
て
は
、

近
く
を
通
る
人
へ
の
健
康
被
害

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
庁
舎
の
内

外
問
わ
ず
、
喫
煙
ル
ー
ム
、
喫

煙
ハ
ウ
ス
を
設
置
出
来
な
い

か
。

政
策
経
営
部
長

工
事
を
伴
う
喫
煙
室
の
設
置

は
ス
ペ
ー
ス
、
経
費
の
面
で
対

応
が
難
し
い
。（
一
部
省
略
）

井
手

勲

全
国
的
に
み
る
佐
賀
県

及
び
伊
万
里
市
の
過
去
４
〜
５

年
間
の
成
績
状
況

教
育
部
長

毎
年
小
学
６
年
生
と
中
学
３

年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結

果
、
伊
万
里
市
の
成
績
状
況
は
、

小
学
六
年
生
で
平
成
19
年
〜
21

年
は
全
国
平
均
と
同
様
で
、
平

成
22
年
度
は
国
語
は
下
回
り
、

算
数
は
上
回
っ
て
い
る
。
中
学

３
年
生
は
、
国
語
で
平
成
19
年

〜
22
年
の
４
年
間
全
国
平
均
同

様
で
、
数
学
は
平
成
21
年
ま
で

は
上
回
っ
て
い
た
が
、
平
成
22

年
度
は
全
国
平
均
よ
り
下
回
っ

た
。
因
み
に
佐
賀
県
の
成
績
状

況
は
、
小
学
６
年
生
も
中
学
３

年
生
も
全
て
、
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

樋
渡

雅
純

①
本
市
に
お
け
る
救
急

搬
送
の
実
態
は
。

②
県
に
お
い
て
、「
救
急
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
」
を
稼
働
さ
せ

て
い
る
が
、
受
け
入
れ
可
否

等
の
情
報
入
力
の
協
力
体
制

は
と
れ
て
い
る
の
か
。

③
本
市
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

活
用
も
増
加
中
。
臨
時
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
指
定
箇
所
を
更
に

拡
大
す
べ
き
で
は
。

④
伊
万
里
有
田
共
立
病
院
は
、

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機

能
の
一
つ
で
あ
る
、
ヘ
リ
ポ

ー
ト
の
整
備
が
な
さ
れ
て
な

い
。
今
後
の
方
向
性
は
。

①
②
③
消
防
長

④
理
事

①
救
急
搬
送
２
２
１
７
件
、
現

場
到
着
時
間
７
分
38
秒
、
病

院
ま
で
の
時
間
32
分
15
秒
、

管
外
搬
送
７
４
２
件
。

②
月
一
回
の
研
修
会
を
は
じ
め
、

医
師
と
隊
員
の
連
携
を
深
め

協
力
体
制
は
ス
ム
ー
ズ
に
行

っ
て
い
る
。

③
現
在
６
か
所
だ
が
今
15
か
所

調
査
中
で
、
県
で
も
再
調
査

が
予
想
さ
れ
増
え
る
と
考
え

て
い
る
。

④
当
面
は
近
接
地
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
使
用
し
、
今
後
使
用
頻

度
を
考
え
判
断
さ
れ
る
。

①
第
５
期
の
事
業
計
画

の
中
で
、
新
た
な
視
点
と
し

て
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
あ
る
。今
後
の
取
り
組
み
は
。

②
今
回
保
険
料
の
基
準
額
が
改

定
さ
れ
た
が
、
抑
制
の
た
め

に
何
を
努
力
し
た
の
か
。

③
今
後
、
介
護
保
険
制
度
が
よ

り
身
近
に
な
れ
ば
、
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
が
難
し
く
な
る
。
今
後
の

運
営
は
。

①
②
市
民
部
長

③
市
長

①
県
で
の
検
討
会
を
踏
ま
え
、市

で
議
論
し
て
い
く
。

②
介
護
保
険
基
金
の
残
高
の
取

り
崩
し
や
安
定
化
基
金
を
活

用
し
料
金
の
軽
減
を
図
り
、

ま
た
低
所
得
層
に
新
た
な
料

金
区
分
を
設
け
急
激
な
負
担

増
に
配
慮
し
て
い
る
。

③
大
事
な
の
は
介
護
予
防
体
制

を
更
に
十
分
に
取
り
組
む
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
施
策
に
力

点
を
置
い
て
や
っ
て
い
く
。

占
野

秀
男

伊
万
里
市
の
観
光
資
源

は
伊
万
里
焼
や
高
い
評
価
の
伊

万
里
牛
な
ど
数
多
く
あ
り
、
も

っ
と
広
く
Ｐ
Ｒ
を
す
べ
き
で
は
。

産
業
部
長

現
在
も
各
種
の
行
事
を
取
組

ん
で
い
る
が
Ｐ
Ｒ
を
含
め
今
後

も
努
力
し
た
い
。

も
っ
と
工
夫
と
努
力

を
。
例
え
ば
大
川
内
キ
ャ
ン
プ

場
は
立
派
な
環
境
に
あ
る
の
に
、

テ
ン
ト
プ
レ
イ
ス
15
基
全
て
が

使
用
禁
止
で
５
年
も
放
置
さ
れ

て
い
る
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

市
長

せ
っ
か
く
の
施
設
で
す
か
ら

各
種
の
補
助
制
度
な
ど
を
検
討

し
改
修
し
て
利
用
拡
大
を
図
り

た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
の
目

標
と
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
。

教
育
長

市
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
人
間
性
や
伊
万
里
市
の
創
造

質
問

答
弁

質
問 教

育
問
題
につ

い
て

消
防
と
医
療
と
の

連
携

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

公
共
施
設
に

つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁

質
問 介
護
保
険
事
業

答
弁

質
問

質
問

答
弁

伊
万
里
市
の
観
光
行

政
と
ス
ポ
ー
ツ
都
市

宣
言
の
意
義
は

※一般質問の記事は、字数制限があるため、質問者の判断で割愛することがあります。
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質

問

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
望
む
の
か
情
報
を
得
て

働
き
か
け
を
す
る
。

前
回
の
質
問
以
降
、
変

化
が
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

①
教
育
部
長
、
②
市
長

①
個
室
本
体
改
修
を
検
討
し
た

が
ス
ペ
ー
ス
的
に
困
難
。
駐

車
場
内
で
の
多
目
的
ト
イ
レ

設
置
も
検
討
し
た
が
浄
化
槽

ま
で
の
距
離
が
長
く
、
結
論

に
至
っ
て
い
な
い
が
、
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

②
リ
ー
ス
で
も
可
能
だ
と
思
い
、

検
討
を
指
示
し
て
い
る
。

市
内
で
一
番
老
朽
化
。

教
育
委
員
会
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

①
教
育
部
長
、
②
市
長

①
以
前
、
現
地
で
の
改
築
を
答

弁
し
た
が
、
阪
神
大
震
災
以

降
、
教
育
施
設
の
耐
震
化
が

喫
緊
の
課
題
と
な
り
、
国
見

中
、
二
里
小
を
優
先
し
た
。

②
規
模
適
正
化
審
議
会
の
答
申

に
よ
っ
て
は
、
小
中
学
校
の

改
築
を
講
じ
て
い
く
。

多
久
島

繁

浦
ノ
崎
失
効
地
が
整
備

さ
れ
た
跡
地
の
利
活
用
は
ど
う

す
る
。

政
策
経
営
部
長

公
園
整
備
は
「
公
園
整
備
検

討
委
員
会
」
で
協
議
し
、
跡
地

利
用
は
伊
万
里
湾
開
発
を
も
含

め
て
の
協
議
に
入
っ
て
い
く
。

ま
た
廃
棄
物
処
理
用
地
と
の
一

体
的
活
用
を
考
え
て
い
る
。

廃
棄
物
処
理
用
地
の
工
業

団
地
化
と
、
そ
の
進
み
具
合
は
。

建
設
部
長

「
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
で
の
拠

点
港
の
選
定
を
受
け
て
、
臨
海

型
企
業
が
誘
致
で
き
る
よ
う
工

業
団
地
化
を
急
ぐ
。
現
在
、
用

地
は
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て

い
る
が
、
中
央
の
第
１
期
工
区

の
１
の
部
分
竣
工
も
可
能
な
の

で
働
き
か
け
を
強
化
し
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
後
、
薬

品
の
災
害
時
備
蓄
に
つ
い
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
市
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

又
、
旧
休
日
・
急
患
セ
ン
タ
ー

跡
を
利
用
し
た
、
伊
万
里
市
民

の
た
め
の
薬
の
「
流
通
備
蓄
」

の
考
え
は
な
い
か
。

市
民
部
長

災
害
時
の
緊
急
医
薬
品
は
県

に
よ
っ
て
備
蓄
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
伊
万
里
市
独

自
の
医
薬
品
備
蓄
は
今
ま
で
も

し
て
い
な
い
し
、
今
後
も
考
え

て
い
な
い
。
災
害
時
医
薬
品
の

３
日
分
は
伊
万
里
有
田
共
立
病

院
で
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

災
害
時
を
想
定
し
て
の
流
通
備

蓄
は
幅
広
い
医
薬
品
が
必
要
で

あ
る
こ
と
と
、
個
人
の
薬
局
に

お
願
い
す
る
と
不
良
在
庫
や
多

く
の
廃
棄
処
分
が
懸
念
さ
れ
る
。

保
管
の
費
用
が
か
さ
む
こ
と
と
、

経
費
の
算
出
も
難
し
い
の
で
個

人
薬
局
に
お
願
い
す
る
の
は
難

し
い
。

を
目
標
に
昭
和
52
年
に
宣
言
し
た
。

そ
の
後
、
施
設
整
備
、
各
種

大
会
情
報
発
信
を
取
り
組
ん
だ
。

ク
レ
ー
射
撃
場
の
利
用

が
少
な
い
の
で
廃
止
す
る
の
は

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
趣
旨
と
は

違
う
。

教
育
長

問
題
は
鉛
の
環
境
問
題
で
す
。

基
準
を
超
え
た
場
所
は

以
前
の
射
撃
場
の
着
弾
地
で
、

市
営
射
撃
場
の
場
外
で
は
な
い

の
か
。

教
育
部
長

そ
の
通
り
で
す
。
し
か
し
、

基
準
が
あ
り
影
響
が
あ
れ
ば
市

有
地
外
で
も
対
応
が
必
要
。

当
時
射
撃
場
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
は
地
主
も
、
町
も
地

区
も
容
認
さ
れ
て
い
た
の
で
は
。

教
育
長

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

ク
レ
ー
射
撃
場
存
続
の

要
請
や
署
名
が
来
て
い
る
と
思

う
が
。
一
方
の
意
見
だ
け
で
結

論
を
出
す
の
は
性
急
過
ぎ
る
。

時
間
な
の
で
６
月
議
会
で
再
度

問
い
た
い
。

教
育
長

（
答
弁
な
し
）

福
田

喜
一

①
市
役
所
で
の
障
害
者

雇
用
率
は
国
基
準
に
達
し
て

い
る
か

②
今
後
の
対
応

③
障
害
者
（
手
帳
所
持
者
約
４

千
人
）
相
談
の
状
況

④
授
産
施
設
へ
の
仕
事
斡
旋
と

協
力
。
企
業
へ
依
頼
は
出
来

な
い
か
。

①
②
総
務
部
長
、

③
④
市
民
部
長

①
法
律
で
雇
用
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成
23
年
度
は
週
30

時
間
の
職
員
ま
で
が
対
象
で

達
成
出
来
な
か
っ
た
。
12
月

に
策
定
し
た
計
画
書
に
明
記

し
た
。
臨
時
職
員
を
５
名
採

用
し
平
成
24
年
度
に
は
達
成

の
見
込
み
。
新
規
職
員
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
く
。

③
障
害
者
の
相
談
は
県
か
ら
の

権
限
委
譲
で
市
の
事
業
と
な

る
た
め
、
ど
こ
ま
で
相
談
業

務
と
し
得
る
の
か
研
修
会
を

行
う
。

④
様
々
な
作
業
を
さ
れ
て
お
り
、

図
書
館
や
保
育
園
の
清
掃
、

公
文
書
の
配
達
な
ど
を
依
頼

答
弁

答
弁

障
害
者
福
祉
の

支
援

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

滝
野
中
学
校
に

つ
い
て

ま
さ
か
の
大
災
害
を

想
定
し
て
薬
の
「
流

通
備
蓄
」
が
必
要
だ
。

東
山
代
公
民
館

障
害
者
ト
イ
レ

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

★一般質問の記事は、字数制限があるため、質問者の判断で割愛することがあります。

拠
点
港
選
定
を
活
か

す
た
め
臨
海
型
工
業

団
地
の
整
備
を
急
げ
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一

般

質

問
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
周
遊

観
光
協
議
会
に
つ
い
て

産
業
部
長

伊
万
里
を
含
め
９
市
町
で
構

成
さ
れ
、
会
議
が
催
さ
れ
、
県

を
ま
た
が
り
連
携
を
取
っ
て
い

る
。

観
光
係
の
移
設
に
つ
い
て

産
業
部
長

他
市
を
見
習
い
、
観
光
係
を

駅
ビ
ル
に
移
し
、
本
市
の
表
玄

関
と
し
て
機
能
さ
せ
た
い
。

市
長

道
路
に
つ
い
て
は
外
環
状
線

を
形
成
し
、
そ
れ
に
都
市
計
画

道
路
を
組
み
合
わ
せ
る
。
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
は
粘

り
強
く
交
渉
を
し
て
い
く
。

観
光
は
市
内
の
観
光
業
界
と

緊
密
な
関
係
を
保
持
し
て
い

き
、
外
部
か
ら
は
食
を
通
じ
て

の
消
費
型
観
光
に
力
を
入
れ

る
。

梶
山

太

陣
内
白
野
線
に
つ
い
て

建
設
部
長

平
成
24
年
度
に
橋
梁
下
部
工

護
岸
工
、
取
り
付
け
舗
装
工
。

平
成
25
年
度
橋
梁
上
部
工
、
安

全
施
設
工
及
び
舗
装
工
で
事
業

完
了
予
定
。

大
坪
小
学
校
線
に
つ
い
て

建
設
部
長

陣
内
白
野
線
終
了
後
に
他
の

路
線
と
の
緊
急
性
そ
の
他
諸
条

件
を
考
慮
し
、
協
議
を
実
施
し

施
工
順
番
を
決
定
し
て
い
く
。

伊
万
里
有
田
線
に
つ
い
て

建
設
部
長

伊
万
里
・
有
田
を
繋
ぐ
一
般

県
道
（
通
称
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ロ
ー

ド
）
で
あ
る
。
平
成
10
年
度
よ

り
事
業
着
手
。
伊
万
里
の
重
要

区
間
で
あ
る
二
里
工
区
に
つ
い

て
は
、
現
地
の
地
形
勾
配
、
松

浦
鉄
道
の
存
在
、
地
滑
り
地
帯

と
い
う
大
き
な
問
題
に
よ
り
ル

ー
ト
決
定
も
な
さ
れ
て
い
な

い
。

②
５
回
も
の
「
地
元
と
の
意
見

交
換
会
」
を
開
催
し
決
定
し

た
国
道
２
０
４
号
バ
イ
パ
ス

海
側
ル
ー
ト
、
決
定
か
ら
１

年
以
上
経
つ
が
現
在
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
た
い
。

建
設
部
長

①
数
回
に
わ
た
り
地
元
説
明
会
、

意
見
交
換
会
等
を
行
い
、
現

在
は
工
業
団
地
側
の
地
質
調

査
、
測
量
が
終
わ
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
は
用
地
交
渉
が

始
ま
り
、
用
地
交
渉
が
出
来

次
第
、
工
事
着
手
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
又
、
完
成
年
度

は
２
、
３
年
の
遅
れ
が
見
込

ま
れ
る
。

②
現
在
、
県
に
於
い
て
本
市
と

の
意
見
、
要
望
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
又
、
費
用
対
効
果

を
含
め
、
絞
込
み
作
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
こ
の

バ
イ
パ
ス
終
点
は
ど
こ
な
の

か
、
誘
致
企
業
か
ら
の
要
望

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
等
、

多
く
の
課
題
も
あ
る
が
、
県

と
の
協
議
を
続
け
一
日
で
も

早
い
「
最
適
ル
ー
ト
」
決
定

を
願
っ
て
い
る
。

渡
邊

英
洋

現
施
設
は
平
成
26
年
度

で
閉
鎖
の
予
定
だ
が
、
閉
鎖
後

の
跡
地
、
施
設
は
ど
う
す
る
の

か
、
又
、
最
終
処
分
場
の
管
理

と
併
せ
て
お
尋
ね
し
た
い
。

市
長
・
市
民
部
長

30
年
間
、
大
し
た
事
故
も
な

く
地
元
を
は
じ
め
、
関
係
者
に

感
謝
し
て
い
る
。
閉
鎖
後
の
施

設
、
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
最
終
処
分
場
を
含
め
て
、
環

境
セ
ン
タ
ー
対
策
協
議
会
を
初

め
地
元
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら

進
め
て
行
き
た
い
。

①
平
成
21
年
に
国
の
直

轄
事
業
と
し
て
着
手
し
た
、

臨
港
道
路
七
ツ
島
線
の
進
捗

状
況
、
又
完
成
年
度
を
平
成

25
年
度
と
し
て
い
る
が
、
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
尋

し
た
い
。

答
弁

質
問

質
問

盛

泰
子

①
国
・
県
が
設
置
す
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
つ
い
て

の
協
議

②
原
子
力
安
全
協
定
の
内
容

③
佐
賀
県
に
は
防
災
ヘ
リ
が
無

い
が
、
消
防
と
し
て
ど
う
考

え
る
か

④
市
長
は
ど
う
考
え
る
か

⑤
被
災
地
派
遣
職
員
の
経
験
を

生
か
す
方
法
は
。

①
⑤
総
務
部
長
、

②
市
長
③
消
防
長
④
市
長

①
県
予
算
分
の
可
搬
式
は
３
基
、

国
予
算
分
は
唐
津
・
伊
万
里

に
８
基
配
分
。
場
所
は
未
定
。

電
光
表
示
の
あ
る
も
の
を
要

請
す
る
。

②
再
稼
動
を
含
め
た
事
前
了
解

ま
で
踏
み
込
ん
で
要
求
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
。

③
県
内
消
防
長
会
で
も
防
災
ヘ

リ
の
導
入
を
県
に
要
請
し
て

い
る
。

④
市
長
会
で
も
県
に
申
し
入
れ

を
し
た
い
。

⑤
報
告
書
を
公
開
し
、
出
前
講

座
に
加
え
る
。

危
機
管
理
に

つ
い
て

答
弁

道
路
網
整
備
に

つ
い
て

伊
万
里
市
の
観
光
戦

略
に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁
質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

伊
万
里
市
の
道
路

整
備
に
つ
い
て

環
境
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
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一

般

質

問

の
市
民
と
の
共
有
の
機
会
を
数

多
く
作
る
。

市
長

財
政
の
厳
し
さ
は
依
然
と
し

て
続
い
て
い
く
、
健
全
化
計
画

の
中
で
必
要
不
必
要
の
歳
出
を

き
っ
ち
り
抑
え
な
が
ら
、
財
政

規
律
を
尊
守
し
て
い
く
。

当
市
と
関
係
の
深
い
鉄

舟
展
の
入
館
者
数
が
極
端
に
少

な
か
っ
た
そ
の
原
因
は
。

教
育
部
長

佐
賀
県
と
の
同
時
開
催
だ
っ

た
事
と
Ｐ
Ｒ
不
足
。

鉄
舟
を
知
ら
な
い
と
同

様
、
子
供
達
は
郷
土
を
知
ら
な

い
。
学
校
現
場
で
子
供
達
に
伊

万
里
の
全
て
を
見
る
、
学
ぶ
機

会
を
作
る
べ
き
で
は
。

教
育
長

現
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
は

大
変
難
し
い
が
、
市
民
団
体
の

協
力
を
得
て
、
時
間
外
の
所
で

実
施
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

副
島

明

①
新
年
度
、
土
壌
検
査

の
予
算
が
付
い
て
な
い
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
水
質
検
査
は
天
候
に
よ
っ
て

差
が
生
じ
る
。
地
元
の
人
に

安
心
感
を
与
え
る
た
め
に
も

土
壌
検
査
を
す
る
べ
き
だ
。

③
鉛
へ
の
対
応
は
大
き
く
三
つ

の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
い

ず
れ
の
方
法
も
民
有
地
の
地

権
者
の
方
の
理
解
と
協
力
が

必
要
だ
。

教
育
部
長

①
地
元
の
要
望
で
水
質
検
査
を

実
施
、
汚
染
は
水
か
ら
土
に

広
が
る
の
で
水
質
検
査
を
行

っ
た
。

②
地
元
と
協
議
し
対
応
し
た
い
。

③
庁
内
の
検
討
委
員
会
で
対
応

を
協
議
し
進
め
て
い
き
た
い
。

高
等
学
校
に
関
す
る
関

係
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
議
論

の
内
容
。経

営
政
策
部
長

メ
ン
バ
ー
は
市
内
３
高
校
の

同
窓
会
々
長
と
伊
万
里
市
、
有

田
町
の
関
係
課
が
出
席
。
協
議

の
内
容
は
少
子
化
に
伴
う
学
校

再
編
の
問
題
で
あ
る
。

学
校
再
編
の
協
議
前

に
、
市
内
の
高
校
に
生
徒
を
呼

び
込
む
方
法
で
メ
ン
バ
ー
を
拡

大
し
、
政
策
提
案
を
議
論
す
る

場
の
設
置
が
出
来
な
い
か
。

市
長

考
え
方
と
し
て
は
そ
う
思
う

の
で
早
速
に
実
現
し
た
い
。

見
直
し
の
内
容
と
適
用

時
期
は
い
つ
か
ら
に
な
る
の
か
。

総
務
部
長

パ
ッ
ク
が
普
及
し
安
価
な
利

用
が
可
能
に
な
り
、
出
来
る
だ

け
パ
ッ
ク
を
利
用
し
領
収
書
を

添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
透
明
性

が
高
ま
る
た
め
、
４
月
１
日
か

ら
適
応
し
た
い
。

市
長
決
断
の
要
因
は
。

市
長

世
論
と
他
市
の
見
直
し
も
進

ん
で
い
る
と
の
判
断
で
あ
る
。

新
た
な
希
少
種
が
発
見

さ
れ
た
場
合
、
県
か
ら
の
報
告

が
な
い
よ
う
だ
が
県
の
見
解
は
。

①
市
民
部
長
②
市
長

①
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
以
降

の
情
報
は
届
い
て
お
ら
ず
、

市
に
情
報
提
供
し
て
漏
れ
て

絶
滅
に
至
る
と
い
け
な
い
た

め
、
提
供
で
き
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

②
開
発
許
可
な
ど
は
市
が
行
う

た
め
、
情
報
共
有
が
大
切
。

市
長
会
で
要
望
事
項
と
す
る
。

①
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

②
県
が
進
め
る
「
ス
ポ
ー
ツ
と

文
化
部
門
を
知
事
部
局
に
移

す
事
」
は
事
前
に
教
育
長
会

な
ど
で
協
議
が
あ
っ
た
か
。

①
教
育
部
長
、②
教
育
長

①
導
入
を
検
討
す
る
。

②
新
聞
報
道
以
前
に
は
無
く
、

数
日
後
の
会
議
で
副
教
育
長

か
ら
口
頭
報
告
が
あ
っ
た
の

み
で
あ
る
。

笠
原
義
久

市
報
発
刊
の
目
的
は

総
務
部
長

伊
万
里
市
の
現
状
を
広
く
市

民
に
知
っ
て
も
ら
う
為
と
、
情

報
の
提
供
と
解
説
、告
知
な
ど
。

平
成
22
年
度
決
算
特
集

号
は
良
い
こ
と
づ
く
め
で
市
民

に
は
違
和
感
を
持
っ
て
い
る
が
。

政
策
経
営
部
長

あ
り
の
ま
ま
の
数
字
を
出
し

て
い
る
が
財
政
問
題
と
し
て
は

わ
か
り
に
く
い
所
が
あ
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
し
、
今
後
市
民
に

伝
達
す
る
に
は
、
考
慮
と
工
夫

が
必
要
。市

財
政
は
実
質
公
債
費

比
率
を
み
て
も
わ
か
る
様
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
市

民
と
の
問
題
意
識
を
共
有
し
、

中
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ

き
で
は
。政

策
経
営
部
長

第
３
次
行
財
政
健
全
化
計
画

の
中
で
示
し
て
行
く
が
、
情
報

市
報
発
刊
目
的

と
財
政
問
題

「
山
岡
鉄
舟
と
郷
土

学
」

伊
万
里
市
旅
費
規
程
の

見
直
し

伊
万
里
地
区
に
お
け
る

高
等
学
校
の
将
来
像
と

政
策
と
し
て
の
考
え
方

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
質
問

図
書
館
政
策

希
少
種
へ
の

対
応

伊
万
里
市
散
弾
銃
射
撃

場
周
辺
の
土
壌
検
査
、

水
質
検
査
に
つ
い
て

※

※雑誌スポンサー制度：企業などが図書館にある雑誌の代金を払ってスポンサーとなり、その表紙などに広告
を載せる制度
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一

般

質

問
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。
黒
川
中
学
校
跡
前
の
危
険

個
所
に
つ
い
て
は
、
県
に
申
し

入
れ
を
行
っ
て
い
く
。

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ロ
ー
ド
全

長
14
km
中
、
二
里
工
区
の
４
km

に
つ
い
て
は
ル
ー
ト
発
表
も
で

き
て
い
な
い
現
状
で
、
早
期
の

ル
ー
ト
発
表
と
着
工
を
。

建
設
部
長

現
在
行
わ
れ
て
い
る
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
後
、
改
め
て
土
木
事

務
所
と
協
議
を
行
い
、
地
元
建

設
協
議
会
に
も
十
分
な
説
明
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

本
年
７
月
か
ら
３
コ
ー

ス
、
週
２
回
、
一
日
４
便
が
増

便
に
な
っ
た
事
で
多
く
の
市
民

に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
な
運

行
計
画
を
。

産
業
部
長

フ
リ
ー
乗
降
の
場
所
を
出
来

る
限
り
多
く
、
又
、
利
用
者
の

利
便
性
を
か
ん
が
え
今
後
対
応

し
、
運
行
ル
ー
ト
等
不
具
合
が

出
た
時
点
で
、
見
直
し
等
も
行

っ
て
い
く
。

田
中

啓
三

国
道
２
０
４
号
瀬
戸
・

黒
川
線
の
道
路
改
良
に
つ
い
て

伊
万
里
市
の
対
応
は
。

建
設
部
長

国
道
２
０
４
号
海
側
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
県
と
協
議
し
見

通
し
・
急
カ
ー
ブ
に
つ
い
て
は

今
後
対
応
し
て
い
き
た
い
。

国
道
２
０
４
号
と
臨
港

道
路
取
付
部
付
近
の
冠
水
対
策

の
計
画
に
つ
い
て
。

建
設
部
長

取
付
部
の
工
事
時
、
一
体
的

な
改
良
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
今
後
事
業
計
画
の
中
で

対
応
し
進
め
て
い
き
た
い
。

県
道
塩
屋
・
大
曲
線
の

道
路
に
つ
い
て
改
良
す
べ
き
所

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
県
に

対
し
要
望
を
行
っ
て
い
く
べ
き

で
は
。

建
設
部
長

平
成
26
年
度
に
西
九
州
自
動

車
道
が
谷
口
イ
ン
タ
ー
ま
で
開

通
に
よ
り
、
塩
屋
・
大
曲
線
の

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

伊
万
里
市
幹
線

道
路
の
整
備

Ｃ
に
関
し
て
現
在
計
画
は
な

い
。

近
隣
自
治
体
で
は
、
学

校
ご
と
で
は
な
く
全
教
室
に
対

し
て
電
子
黒
板
の
整
備
が
な
さ

れ
て
い
る
。
今
の
伊
万
里
市
の

ペ
ー
ス
だ
と
と
て
も
追
い
つ
か

な
い
た
め
、
小
中
連
携
を
進
め

て
い
る
南
波
多
小
中
学
校
を
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
モ
デ
ル
校
に
し
て
進
め

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

教
育
長

ま
ず
は
市
内
の
教
職
員
１
人

１
台
の
パ
ソ
コ
ン
の
配
備
と
１

校
１
台
の
電
子
黒
板
を
進
め
て

行
き
、
そ
の
後
提
案
の
よ
う
な

モ
デ
ル
校
を
中
心
と
し
た
広
が

り
を
求
め
て
い
く
こ
と
も
検
討

し
て
い
く
。

市
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
避
け
て
は
通

れ
な
い
と
自
覚
し
て
い
る
。
伊

万
里
市
の
子
供
達
が
遅
れ
る
こ

と
な
く
先
生
共
々
頑
張
っ
て
き

た
い
。

山
口

恭
寿

市
内
小
中
学
校
の
先
生

達
は
２
人
で
１
台
の
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
い
る
。
佐
賀
県
内
の

他
市
と
同
じ
よ
う
に
１
人
１
台

に
出
来
な
い
か
。

教
育
部
長

平
成
24
年
度
早
々
に
１
人
１

台
対
応
す
る
。

市
内
の
小
学
校
で
は
２

人
に
１
台
、
中
学
校
で
は
１
人

１
台
、
授
業
の
際
足
り
て
い
な

い
学
校
が
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
の

増
設
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
。

教
育
部
長

小
学
校
は
本
年
度
、
中
学
校

は
来
年
度
ま
で
に
実
現
さ
せ

る
。

電
子
黒
板
・
電
子
教
科

書
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
今
後

の
設
置
予
定
は
。

教
育
部
長

電
子
黒
板
に
つ
い
て
は
平
成

24
年
度
の
予
算
を
使
っ
て
、
22

台
の
増
設
を
考
え
て
い
る
が
、

電
子
教
科
書
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

（
市
民
等
に
対
す
る
支
援
等
）

第
８
条

市
は
、
関
係
団
体
等

と
連
携
し
て
、
市
民
等
及
び
市

民
等
に
よ
り
組
織
す
る
団
体
が

自
主
的
に
、
か
つ
、
相
互
の
連

携
協
力
を
図
り
な
が
ら
暴
力
団

員
に
対
す
る
請
求
に
係
る
訴
訟

の
提
起
そ
の
他
暴
力
団
の
排
除

の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の

者
に
対
し
、
情
報
の
提
供
、
助

言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行

う
も
の
と
す
る
。

２

市
は
、
暴
力
団
の
排
除
の

た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
等
に
よ
り
暴
力
団
員
等
又
は

暴
力
団
員
等
か
ら
依
頼
さ
れ
た

者
等
か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

者
に
対
し
、
警
察
署
そ
の
他
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
必
要
な

支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

※
太
字
部
分
を
追
加
し
ま
し
た
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

暴
力
団
排
除
条
例

修
正
内
容

４
km
圏
内
路
線
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
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★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約14円（印刷費）で作成しています。

今
年
の
桜
の
開
花
は
、
全
国
的

に
平
年
よ
り
遅
れ
て
は
い
ま
す

が
、桜
前
線
は
只
今
北
上
中
で
す
。

「
サ
ク
ラ
」
の
由
来
は
、「
咲
く
」

に
複
数
を
意
味
す
る
「
ら
」
を
加

え
た
も
の
と
さ
れ
、
花
の
密
生
す

る
植
物
全
体
を
指
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
他
説
に
、
春
に
里

に
や
っ
て
く
る
稲
（
サ
）
の
神
が

と
り
つ
く
座
（
ク
ラ
）
だ
か
ら
、

サ
ク
ラ
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

原
稿
締
切
が
迫
っ
て
焦
る
中
、

市
内
の
名
所
で
は
満
開
の
桜
の

下
、
花
見
の
宴
も
に
ぎ
わ
っ
て
、

あ
ら
た
め
て
こ
の
四
季
の
あ
る
素

晴
ら
し
い
風
土
に
感
謝
で
す
。

今
、
全
国
の
議
会
の
中
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
用
い
て
、

「
議
会
の
見
え
る
化
」に
挑
戦
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
あ
り
、
本
会

議
、
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
審
議

の
中
身
が
公
開
・
中
継
さ
れ
て
い

ま
す
。「
井
の
中
の
蛙
」に
な
ら
ぬ

よ
う
に
活
発
な
審
議
の
あ
り
よ
う

を
大
い
に
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
も
創
刊
よ
り

10
年
を
過
ぎ
、
殆
ど
を
、
議
員
自

ら
の
編
集
で
行
う
よ
き
伝
統
を
引

き
継
ぎ
、
次
の
10
年
に
向
け
委
員

長
中
心
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
御
助

言
等
が
あ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
雅
）

編
集
委
員

◎
多
久
島

繁
○
盛

泰
子

香
月

孝
夫

前
田

和
人

松
永

孝
三

松
尾

博
幸

顧
問前

田

久
年

占
野

秀
男

樋
渡

雅
純

発
行伊

万
里
市
議
会

伊
万
里
市
立
花
町
一
三
五
五
―
一

3
０
９
５
５
―
２
３
―
２
５
９
４

5
０
９
５
５
―
２
２
―
１
２
７
７

E
-m
ail:gikai@

city.im
ari.lg.jp

編
集市

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷

山
口
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記
な
ど

月 来訪議会名 人数 視 察 項 目

４ 島根県益田市議会 ５ 学校給食センター 会

５ 宮崎県西都市議会 ３ 婚活応援課の取組み、行政評価システム事業 会

７ 埼玉県新座市議会 ４ 食のまちづくり推進条例、いじめなし都市宣言 会

８ 鹿児島県西表市議会 ６ 総務文教委員会 委

10 石川県能美市議会 ６ 防災対策の取組み 委

群馬県藤岡市議会 ８ 窯元を活かした観光振興 委

北海道網走市議会 ８ 定住自立圏推進状況 委

岡山県高梁市議会 ９ 市民図書館 委

11 茨城県石岡市議会 ８ 地域資源を生かした地域活性化 委

熊本県人吉市議会 ４ 市民図書館 会

12 石川県白山市議会 ６ 伊萬里まちなか一番館 会

１ 千葉県君津市議会 ５ 婚活応援課の取組み 会

奈良県大和郡山市議会 ６ 学校給食センター 会

２ 広島県熊野町 ６ 家読の取組み 委

宮崎県都城市議会 ６ 市民図書館 会

佐賀県みやき町議会 ６ 婚活事業、空き家バンク 委

石川県金沢市議会 １ 伝統産業への応援策 会

※人数は議員の他、随行者も含みます
※「委」は委員会、「会」は会派での視察を意味します
※多くの場合、伊万里市内に宿泊されています。伊万里市議会も出来るだけ視察先の自治体に宿泊するように努めています
※６，９，３月は議会中のため、視察申し込みはありませんでした

行政視察受け入れの状況（平成23年４月～24年３月）


